
第１００回謙信公祭記念公演

の
時
代
に
お
い
て
一
度
も
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
上
越
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
祭
り
で
、
今
回
は

注
目
を
集
め
た
の
が
、「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
で
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
り

河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
の
壮
大
な
テ
ー
マ
曲
で
幕
を
開
け
た
。
第
１
部
は
、
吹
奏
楽

な
ど
で
聞
き
馴
染
み
の
あ
る
親
し
み
や
す
い
曲
を
中
心
に
演
奏
さ
れ
、
楽
器
の
ソ
ロ

謙
信
公
祭
と
は
、
戦
国
時
代
の
名
将
・
上
杉
謙
信
公
の
武
勇
と
遺
徳
を
偲
ん
で
、
昭
和
戦
前
期
か
ら
戦
中
、
戦
後
と
激
動

当
日
は
演
奏
会
を
楽
し
み
に
待
ち
わ
び
た
大
勢
の
来
場
者
が
早
く
か
ら
ロ
ビ
ー
に
列
を
作
っ
た
。
季
節
柄
熱
中
症
に
よ
る

の
教
え
を
胸
に
、
上
杉
家
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
た
直
江
兼
続
を
描
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

音
楽
隊
の
演
奏
会
に
観
客
と
し
て
来
場
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
音
楽
隊
を
目
指

越
市
主
催
）
行
わ
れ
た
第
１
２
音
楽
隊
（
隊
長　

１
陸
尉　

富
田
淳
子
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
を
支
援
し
た
。

安
全
面
を
考
慮
し
、
当
初
予
定
し
て
い
た
１
３
時
の
開
場
時
間
を
前
倒
し
し
て
入
場
が
行
わ
れ
た
。

記
念
す
べ
き
第
１
０
０
回
目
と
な
っ
た
。

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
７
月
１
９
日
（
土
）、
上
越
文
化
会
館
に
て
（
謙
信
公
祭
協
賛
会
・
上

演
奏
会
は
謙
信
公
祭
記
念
公
演
に
ち
な
み
、
上
杉
謙
信
か
ら
受
け
た
「
五
常
の
徳
」

の
豊
か
な
音
の
響
き
を
た
っ
ぷ
り
と
感
じ
ら
れ
る
曲
を
中
心
に
、
第
２
部
は
テ
レ
ビ

ミ
カ
ル
か
つ
独
特
な
美
し
い
響
き
は
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

す
。」「
ま
た
上
越
に
演
奏
に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
高
揚
し
た
様
子
で
感
想
を
語
っ

自衛隊新潟地方協力本部

陸上自衛隊第１２音楽隊コンサート

し
見
事
合
格
、
同
隊
に
配
属
さ
れ
た
と
い
う
幸
運
の
持
ち
主
で
、
彼
の
奏
で
る
リ
ズ

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏
会
を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す

来
場
者
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
聴
い
て
い
た
か
っ
た
で

ル
パ
ン
三
世
に
な
り
き
っ
た
田
村
１
陸
士
の
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
ソ
ロ
で
あ
る
。
第
１
２

や
男
性
ボ
ー
カ
ル
の
歌
唱
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
中
で
も

た
。


